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【研究成果】 

 磁気物理学部門では強磁場を用いた磁性体の研究および強磁場を用いた材料開発を推進している。

磁性体の研究に関しては、本年度は新しいナノ磁性体の発掘と物性評価、特に量子トンネル等の動的

性質の解明に関して以下のような成果を得た。 
(1) スピン系で初めてチューブおよびプリズム構造をもつナノ磁性体を発掘し、その物性を解明した

（Ref.1 ）。 
(2) 三角のスピンリングにおいてスピンカイラリティによる磁化のヒステリシス現象を見出し、その

量子トンネリングの機構を明らかにした（Ref.2 ）。 
(3) 20 面体構造を有するスピン多面体の磁性を研究し、基底状態に関するサイズ効果を明らかにする

とともに、幾何学的構造による準安定状態の発現を見出した（Ref.3 ）。 
(4) 単分子磁石におけるパリティ効果などに関して、高周波 ESR 等を用いて微視的な機構を明らかに

した。 
  これらの研究は国内外の10 以上のナノ磁性体の研究グループとの活発な共同研究として展開された。

また一連の研究を通して、時間変化する磁場を用いてナノスピン系の量子ダイナミックスを制御す

ることが有力な手法であることを確立し、この独創的な展開に対して関係者から高い評価をえた。 
 強磁場を用いた新材料開発に関しては、導電性ポリマーの磁気電解重合の研究に関して進展があり、

磁気電解重合によりポリアニリンにキラリティが発現し、キラルな分子認識が可能となることを見

出すなどの成果を得た（Ref.4 ）。 
また、放射光と強磁場を組み合わせた研究のために超小型のパルス強磁場発生装置を開発し、世界

で初めて 33 テスラまでの強磁場実験に成功した（Ref.5 ）。 
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【研究計画】 
 磁気物理学部門では強磁場を用いた磁性体の研究および強磁場を用いた材料開発を遂行するために

以下のような研究計画を推進する。 
(1) ナノ磁性体の研究を推進するために、新しいトポロジーをもった新奇磁性体を発掘しその物性評

価を行う。特に、チューブ構造、プリズム構造および多面体構造等においてはフラストレーション

やエネルギー縮退のために、特徴的な量子トンネル現象やサイズに依存する様々な準安定状態の発

現が予想されるので、これらの現象の発掘と理解を目指す。 
(2) ナノ磁性体の量子操作においてもっとも重要な点はデコヒーレンスの制御である。この点にブレ

ークスルーをもたらすことを戦略的目標として、時間依存する磁場による量子状態の制御法を開拓

する。 
(3) 磁場中材料プロセスの手法を開拓するために、強磁場中で電気重合反応などの新しい磁気科学的

手法を探索し、新しい機能の発現につなげる。 
(4) 強磁場とＸ線回折を組み合わせることにより、各種の磁場誘起相転移研究などにおいてこれまで

にない強力な研究の道具を得ることが出来る。従来より格段に小型のパルス磁場発生装置を開発し、

SPring8の強力な放射光光源と組み合わせて30テスラ以上の強磁場下におけるＸ線回折実験の実現

を目指す。 
(5) 国内外の関連研究者との共同研究等も積極的に推進し、ナノ磁性体研究における研究センターの

形成を目指す。 
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